
ーお客様導入事例ー

［BEFORE］
◆小規模仮想化基盤が社内に乱立し、運用管理にも多くの
工数を要している
◆データ容量が年々増加しており、バックアップ／リストア
が迅速に行えない

［AFTER］
◆HCI製品の活用により、インフラ環境のシンプル化と
運用効率化を実現
◆バックアップ時間を従来の約1/3に短縮。データ容量
も約1/13～1/14に削減

ローツェ株式会社
所在地：広島県福山市神辺町道上1588-2
ＵＲＬ：https：//www.rorze.com/

Dell Technologiesの VxRail ＋ PowerProtect DP4400 で
情報系システム基盤をシンプル化

運用負荷軽減と確実なデータ保護を実現

　広島県・福山市。周囲を見晴らす小高い丘の上

に、赤屋根と白壁に彩られた欧州風の建物が佇ん

でいる。半導体関連装置・FPD(フラットパネルディ

スプレイ)関連装置・ライフサイエンス関連装置・

モーター制御機器の4領域でビジネスを展開する

ローツェの本社社屋である。

　同社では持ち前の技術力を活かして独自開発の

製品群をグローバルに展開し、半導体業界をはじ

めとする顧客企業を支え続けている。ローツェ IT

戦略室 室長 南 勲氏は「情シス部門である我 も々、

最速／最適生産の実現に

向けた様々な取り組みを

推進。また、近年では海外

有力企業との取引も増え

ているため、セキュリティ／

ガバナンスの強化にも力を

注いでいます」と語る。

　その同社において大きな課題となっていたのが、

情報系システム基盤のリニューアルである。ローツェ

　IT戦略室 松林 宏明氏は、以前の状況を「当社

では、事業の成長に応じ

て段階的にシステムを導

入してきたため、インフラ

環境が複雑化していまし

た。また以前は、Linux標

準のハイパーバイザーであ

るKVMによる仮想化を行っ

ていましたが、あまり多くの仮想サーバーを収容するこ

とができず、小規模な仮想化基盤が社内に乱立して

いました」と振り返る。幸い、障害によるトラブルなどはな

かったものの、このままでは運用管理が煩雑な上に万

一の際の保守性にも懸念が残る。さらに、バックアップ

についても、改善の必要性を強く感じていたという。

「以前は内製ツールを用いて、図面やファイルサー

バーのデータを個別にバックアップしていました。しか

し、データ量の増大に伴って、処理が翌朝までずれ込

むケースが出てきた上に、任意のデータを短時間で

リストアすることも難しかった。特に当社では、製品の

長期サポートを行っていますので、過去製品の図面

などがすぐに戻せないのは問題です」と南氏は語る。

　こうした課題を解決すべく新たに導入されたのが、

ネットワールドが提供するハイパーコンバージド・インフラ

ストラクチャー(以下、HCI)製品「Dell VxRail」(以

下、VxRail)である。南氏はVxRailを選んだ理由を

「『VMware vSphere』ベースのVxRailであれば、

従来のLinux/KVM環境のように頻繁なバージョン

アップに悩まされる心配はありません。ファームウェア等

についても、事前検証済みのアップデートプログラムが

一括で提供されます。加えて、耐障害性や拡張性の

高さも評価しました」と語る。VxRailの拡張性に関して

はノードやディスクなどの容量・パフォーマンスの増強も

無停止で行えるため、ビジネスの成長に合わせて拡

張できる点が特長だ。

　また、バックアップシステムについては、「Dell 

PowerProtect DP4400」(以下、DP4400)を採用。

DP4400には、高効率な圧縮・重複排除機能が備

わっており、バックアップデータの容量を最小限に抑え

ることができる。南氏は「バックアップは将来的な

BCP/DRシステムへの発展も見据えて整備したいと考

えました。そこで、何か良い製品はないかネットワールド

に相談したところ、DP4400を勧められたのがきっかけ

です。ネットワールドは、製品の長所・短所や向き・不

向きを隠さずフラットな目線で提案してくれますので、安

心して導入できるだろうと判断しました」と明かす。

　旧仮想化基盤からのシステム移行は、ITパートナー

であるインフォセンスが担当した。同社の馬場 勇輔氏

は「安全・確実な移行を実現すべく、綿密なスケ

ジューリングとリハーサルを実施。困難が予想された

Active Directoryサーバーのバージョンアップにつ

いても、中間バージョンを介した2段階移行とすることで

無事実施できました。特にDP4400の導入では、ネット

ワールドの技術支援も大いに役立ちました」と語る。こ

の結果、VxRailとDP4400による新情報系システム基

盤は、2021年6月より本番稼働を開始している。

　インフラ環境を一新したメリットも大きい。「まず一点

目は、VxRailを導入したことで日常的な運用管理負

荷を大幅に引き下げられた点です。分散した小規模

仮想化基盤をシンプルに統合・集約化できた上に、

仮想環境全体を単一のコンソールで監視・管理する

こともできます。さらに、Dell Technologiesのリモート

サポートサービス『Secure Connect Gateway（旧

Secure Remote Services）』による遠隔監視も行

えますので、障害時の対応などもスピーディに行え

ます」と松林氏は語る。これにより、年間約900万円相

当の運用管理コスト削減効果が得られたとのことだ。

　また、従来利用していた複数の物理サーバーを

VxRailに集約することで、ハードウェアの台数を大幅

に削減。その一方で収容できる仮想サーバーの台数

は2倍以上となり、検証・テスト用の環境なども自在に

立てられるだけの余裕を確保することができた。「最近

では、システム化の要望もどんどん増えているだけ

に、新たなインフラを事前に準備できておいて良

かった」と南氏は語る。

　加えて、DP4400もバックアップ改善に大きな効果を

発揮。ローツェ IT戦略室 金井 康洋氏は「以前は

バックアップ先のストレージが

複数の装置に分散しており、

必要なデータがどこにあるの

か探すのも一苦労でした。そ

の点、現在では、すべての

データをDP4400で保護でき

ますので、一元的な運用管

理が行えます」と語る。

　圧縮・重複排除機能の効果も大きく、バック

アップデータの容量を実データの1/13～1/14程度

に削減。「DP4400には2週間分のデータを保存し

ていますが、それでも容量的には全く問題ありませ

んね」と松林氏は語る。圧縮・重複排除の効果に

よりバックアップ時間も、以前は約18時間掛かっ

ていた処理を約6時間にまで短縮。「インスタント

リカバリー機能も備わっていますので、必要とあれ

ばその場で仮想サーバーを立ち上げることも可能

です」と金井氏は語る。DP4400には、パブリック

クラウドへのデータ転送を行う「Cloud Tier」やパ

ブリッククラウド上での仮想サーバー起動を可能

にする「Cloud DR」などの機能も用意されている

ため、将来的なBCP/DR環境の構築も可能だ。

　南氏は今後に向けた展望を「これからの情報イ

ンフラにおいては、クラウド活用も重要なテーマと

なります。VxRail/DP4400のクラウド連携機能

が役立つ場面も増えてくると思いますので、ネット

ワールドとインフォセンスの提案や支援にも引き

続き期待しています」と述べた。
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多彩な半導体関連装置を
グローバルに展開

インフラ運用管理負担の軽減と
バックアップ改善が課題に

VxRail＋DP4400を採用し
情報系システム基盤を刷新
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　広島県・福山市。周囲を見晴らす小高い丘の上

に、赤屋根と白壁に彩られた欧州風の建物が佇ん

でいる。半導体関連装置・FPD(フラットパネルディ

スプレイ)関連装置・ライフサイエンス関連装置・

モーター制御機器の4領域でビジネスを展開する

ローツェの本社社屋である。

　同社では持ち前の技術力を活かして独自開発の

製品群をグローバルに展開し、半導体業界をはじ

めとする顧客企業を支え続けている。ローツェ IT

戦略室 室長 南 勲氏は「情シス部門である我 も々、

最速／最適生産の実現に

向けた様々な取り組みを

推進。また、近年では海外

有力企業との取引も増え

ているため、セキュリティ／

ガバナンスの強化にも力を

注いでいます」と語る。

　その同社において大きな課題となっていたのが、

情報系システム基盤のリニューアルである。ローツェ

　IT戦略室 松林 宏明氏は、以前の状況を「当社

では、事業の成長に応じ

て段階的にシステムを導

入してきたため、インフラ

環境が複雑化していまし

た。また以前は、Linux標

準のハイパーバイザーであ

るKVMによる仮想化を行っ

ていましたが、あまり多くの仮想サーバーを収容するこ

とができず、小規模な仮想化基盤が社内に乱立して

いました」と振り返る。幸い、障害によるトラブルなどはな

かったものの、このままでは運用管理が煩雑な上に万

一の際の保守性にも懸念が残る。さらに、バックアップ

についても、改善の必要性を強く感じていたという。

「以前は内製ツールを用いて、図面やファイルサー

バーのデータを個別にバックアップしていました。しか

し、データ量の増大に伴って、処理が翌朝までずれ込

むケースが出てきた上に、任意のデータを短時間で

リストアすることも難しかった。特に当社では、製品の

長期サポートを行っていますので、過去製品の図面

などがすぐに戻せないのは問題です」と南氏は語る。

　こうした課題を解決すべく新たに導入されたのが、

ネットワールドが提供するハイパーコンバージド・インフラ

ストラクチャー(以下、HCI)製品「Dell VxRail」(以

下、VxRail)である。南氏はVxRailを選んだ理由を

「『VMware vSphere』ベースのVxRailであれば、

従来のLinux/KVM環境のように頻繁なバージョン

アップに悩まされる心配はありません。ファームウェア等

についても、事前検証済みのアップデートプログラムが

一括で提供されます。加えて、耐障害性や拡張性の

高さも評価しました」と語る。VxRailの拡張性に関して

はノードやディスクなどの容量・パフォーマンスの増強も

無停止で行えるため、ビジネスの成長に合わせて拡

張できる点が特長だ。

　また、バックアップシステムについては、「Dell 
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えました。そこで、何か良い製品はないかネットワールド

に相談したところ、DP4400を勧められたのがきっかけ
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向きを隠さずフラットな目線で提案してくれますので、安

心して導入できるだろうと判断しました」と明かす。

　旧仮想化基盤からのシステム移行は、ITパートナー

であるインフォセンスが担当した。同社の馬場 勇輔氏

は「安全・確実な移行を実現すべく、綿密なスケ

ジューリングとリハーサルを実施。困難が予想された

Active Directoryサーバーのバージョンアップにつ

いても、中間バージョンを介した2段階移行とすることで

無事実施できました。特にDP4400の導入では、ネット

ワールドの技術支援も大いに役立ちました」と語る。こ

の結果、VxRailとDP4400による新情報系システム基

盤は、2021年6月より本番稼働を開始している。

　インフラ環境を一新したメリットも大きい。「まず一点

目は、VxRailを導入したことで日常的な運用管理負

荷を大幅に引き下げられた点です。分散した小規模

仮想化基盤をシンプルに統合・集約化できた上に、

仮想環境全体を単一のコンソールで監視・管理する

こともできます。さらに、Dell Technologiesのリモート

サポートサービス『Secure Connect Gateway（旧

Secure Remote Services）』による遠隔監視も行

えますので、障害時の対応などもスピーディに行え

ます」と松林氏は語る。これにより、年間約900万円相

当の運用管理コスト削減効果が得られたとのことだ。

　また、従来利用していた複数の物理サーバーを

VxRailに集約することで、ハードウェアの台数を大幅

に削減。その一方で収容できる仮想サーバーの台数

は2倍以上となり、検証・テスト用の環境なども自在に

立てられるだけの余裕を確保することができた。「最近

では、システム化の要望もどんどん増えているだけ

に、新たなインフラを事前に準備できておいて良

かった」と南氏は語る。

　加えて、DP4400もバックアップ改善に大きな効果を

発揮。ローツェ IT戦略室 金井 康洋氏は「以前は

バックアップ先のストレージが

複数の装置に分散しており、

必要なデータがどこにあるの

か探すのも一苦労でした。そ

の点、現在では、すべての

データをDP4400で保護でき

ますので、一元的な運用管

理が行えます」と語る。

　圧縮・重複排除機能の効果も大きく、バック

アップデータの容量を実データの1/13～1/14程度

に削減。「DP4400には2週間分のデータを保存し

ていますが、それでも容量的には全く問題ありませ

んね」と松林氏は語る。圧縮・重複排除の効果に

よりバックアップ時間も、以前は約18時間掛かっ

ていた処理を約6時間にまで短縮。「インスタント

リカバリー機能も備わっていますので、必要とあれ

ばその場で仮想サーバーを立ち上げることも可能

です」と金井氏は語る。DP4400には、パブリック

クラウドへのデータ転送を行う「Cloud Tier」やパ

ブリッククラウド上での仮想サーバー起動を可能

にする「Cloud DR」などの機能も用意されている

ため、将来的なBCP/DR環境の構築も可能だ。

　南氏は今後に向けた展望を「これからの情報イ

ンフラにおいては、クラウド活用も重要なテーマと

なります。VxRail/DP4400のクラウド連携機能

が役立つ場面も増えてくると思いますので、ネット

ワールドとインフォセンスの提案や支援にも引き

続き期待しています」と述べた。
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運用管理コストを大幅削減
重要業務データも確実に保護

VxRail：
・従来利用していた複数の物理サー
バーをVxRailに集約することで、
ハードウェアの台数を大幅に削減。
・日常的な運用管理負荷を軽減し、 
年間約900万円相当の運用コスト
を削減。
・容量の拡張が容易で将来的な増設
にも柔軟に対応可能。

DP4400：
・圧縮・重複排除機能でバック
アップデータの容量を実データ
の1/13～1/14程度に削減。
・バックアップ時間を従来の1/3
程度に短縮。

導入メリット

VxRail + DP4400 で
高効率で運用負荷の少ないIT基盤を構築

Dell VxRail Sシリーズ
ハイパーコンバージドインフラストラクチャー

Dell PowerProtect DP4400
バックアップアプライアンス

（バックアップサーバー＋ストレージ）

Dell PowerSwitch S4128
スイッチ

×4

vMotion/vSAN

サービス・管理

VM VM VM ・・・

バックアップ


